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主な話題

1. wwTLD会合とccNSO会合
2. Accountability Framework
3. ccNSOからICANNへの資金拠出モデル
4. ICANN定款改定に向けて
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ccTLD関連の会合
• 7月10日

– wwTLD会合
– ccTLD間情報交換

• ccTLDガバナンスモデル
• 紛争処理
• DNSの稼動状況モニタリング
• インターネットガバナンス作業部会（WGIG)に関する情報交換、等

• 7月11、12日
– ccNSO会合
– ccNSO運営・ポリシーに関する検討・意思決定

• Accountability Framework
• ccNSOからICANNへの資金拠出モデル
• ICANN定款改定に向けて

• 7月13日
– ccNSO Council
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1. wwTLD会合とccNSO会合

• 2会合の関係
– wwTLD： ICANNとは別に、ccTLD間情報交換の場(組
織ではなく、仲間の集まり)として存在

– ccNSO: ICANNの支持組織として公式に存在

• 今後
– 2会合の性格付けは次回(2005年11-12月)会合では、不変
– その後は、ccNSOに一本化する方向で調整を進める

• ｃｃNSOは、情報交換とポリシー検討の両方を実施
• 今は、心理的障壁(ccNSO非会員が、ccNSO主催の情報交換会
に参加しづらい)があるのみ

• ｃｃNSO会員が増加すれば、別会議として開催する必要性はない
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2. Accountability Framework (AF)

AFガイドライン

各ccTLDとICANN間
のAF

各ccTLDとICANN間
のAF

各ccTLDとICANN間
のAF

参照して

ccNSO

作成

各ccTLD
とICANN

各ccTLD
とICANN各ccTLD

とICANN

AF:簡易契約

交渉・作成

…各ccTLD

- AFガイドランから必要項目を採用
-必要に応じ項目追加参照とは
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ccTLDの責務

• 当該ccTLDのゾーンファイル生成と維持
• ccTLDネームサービスの維持
• RFC1591、RFC1034、RFC1035等の適切な標準への準拠
• 信頼性、安定性、相互運用性あるDNSの維持
• セキュリティと安定性の維持
• ccTLD管理者に関する情報の正確性と完全性
• ICANNへの資金拠出
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ICANNの責務

• 権威あるルートデータベースの維持
• タイムリーなネームサーバ情報更新
• ルートゾーンWhois情報の公開
• 権威あるルートネームサーバシステムの確実な運用
• 権威あるレコードと監査履歴の維持
• コンタクト担当者変更時の通知



8Copyright © 2005 株式会社日本レジストリサービス

JAPAN REGISTRY SERVICESJAPAN REGISTRY SERVICES

管理的条項

• 相互の認識と認定
– レジストリとしてのｃｃTLD管理者の役割
– ICANNの役割

• 資金支援
• 関係継続期間
• 関係終了条件
• 関係終了の影響範囲
• 役割遂行上の紛争が生じた場合の解決方法★
• 準拠法/司法管轄★
• 定期的審査

★大きな残存論点
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3. ccNSOからICANNへの資金拠出モデル

• 2つの作業部会
– ccTLD全体としてのICANNへの拠出金のあり方
– 上記を個々のccTLD間で分割拠出する方法

• それぞれ、検討中であり、最終的な検討結果は未
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4. ICANN定款改定に向けて

• 非ccNSO会員にとって加入の障害となっているICANN定款上の
問題箇所個々について、改定案を作成

• ポリシー策定力強化と文言の明確化
• 主な改訂検討点

– ccNSOポリシーはccNSO非会員を拘束しないこと
– ccNSOの会員であることとIANAサービスを受けることとは独立であること
– 決議は会員過半数の投票によることとすること
– ポリシーはccNSOの適用範囲内に限定すること
– ccNSOが提案したポリシーを理事会が拒否する権限を最小限にすること

(現在は過66%で拒否可能)
– ccNSOに関連するポリシーはIANA業務関連のもののみにすること
– ccNSO会員に関連するICANN定款変更はccNSO抜きで行えないこと

• さらに検討を進め、11月末にICANNに提出予定
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参考URI

• ICANNホームページ
– http://www.icann.org/

• ICANNルクセンブルグ会合
– http://www.icann.org/meetings/luxembourg/

• ccNSOホームページ
– http://ccnso.icann.org/

• wwTLDホームページ
– http://www.wwtld.org/

• wwTLDルクセンブルグ会合資料
– http://www.wwtld.org/meetings/cctld/20050710.Luxembourg-

documents.html
• ccNSOルクセンブルグ会合アジェンダ

– http://www.icann.org/meetings/luxembourg/ccnso-agenda.html
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